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・太陽光、蛍光灯、LED灯などの光源エネルギーを蓄積し長時間発光
・蓄光顔料と化学原料の特殊混合、分散技術で耐水性高耐候性を実現
・蓄光層表面への様々な加飾が可能（一般用・産業用インクジェット）
・屋内外で使用可能
・特殊機能フィルムとの組み合わせで防汚、防滑・反射性能を発揮
・難燃仕様あり（シリコ－ン蓄光他）
・超高輝度品あり（JIS Z9107JDクラス兼JIS Z 9097Ⅱ類相当）

液状（不定形）

KY-C2 KY-単膜 KY-CS(WT) KY-CS KY-CB KY-RL KY-S

※原料
特殊シリコーン

蓄光一般 蓄光一般 垂直面 垂直面 凹凸部

（印刷対応） (他材複合用） （壁面） （壁面） 粗面

厚　　み 0.5ｍｍ 0.45mm 0.55ｍｍ 0.7ｍｍ 0.9ｍｍ 1.0ｍｍ （330ｍｌ）

最大生産幅 1150ｍｍ 1150ｍｍ 1000mm 1000mm 1000mm 1150mm ※容量

燐光輝度

※JIS-Z9107
JD

構　　成

JC JC JC JC JC JB

用　　途 床貼り 反射蓄光

品　　名

シート形状（定型）

NO 2020
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NO 2020

大手車輌・飲料製造工場などで採用急増中です！

種類

※一般タイプ

※立ったまま
運転するタイプ

蓄光表面への印刷付与

反射蓄光表面への印刷付与

非常時の視認性向上
（蓄光と多様な材料との組み合わせ）

・ラインテープとの併用／ブラックアウト等非常時の避難をアシストします。
（避難口への誘導、消火栓／消化器の場所表示）
・蓄光材料及び反射蓄光表面への印刷付与（視認性向上）

蓄光材料を
貼り付けできない場所に 木目フィルムとの複合

木目蓄光／蓄光をインテリア材料に

基材裏面への印刷付与

安全用品に巻き付け実装
可能な反射蓄光

開発中
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高輝度蓄光と高輝度プリズム反射材の複合

KY-RLシリーズ

拡大図
ガードレール
土台実装例

蓄光燐光

NO 2020

【試験データ】
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蓄光燐光

NO 2020
蓄光顔料含有のシリコ－ンシーラント

蓄光シリコ－ンエラストマーＳ
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粘着加工 ラミネート加工 打ち抜き加工

ポリエチレンフォーム・ポリウレタ
ンフォーム ・ゴムスポンジ・不織
布 ・アルミ箔 ・フィルム等への
粘着加工が可能です(短板、長尺
材を問いません)。

特殊グレードの粘着加工につい
てもご相談下さい。

両面テープ等の各種粘着テープ
と基材を圧着ラミネート。
長尺・短板のいずれも可能で、
セパ付きテープの剥離紙を
剥がしながらの加工も行えます。

ラミネート連動プレス、カッター
連動式プレスなどのほか、

高精度高速プレスまで、あらゆる
打ち抜きが可能です。

環境対応粘着剤

トルエンの環境への負荷認識が高まっている現在、
カラヤンではノントルエン粘着剤(K-1,K-5など)の拡販に
注力しています。
また、環境にやさしいエマルジョン粘着剤(水溶性)を推進中。
カラヤンはVOC(揮発性有機化合物)の発生率0(ゼロ)を目標にした
研究に取り組んでいます

JQA-QMA
10349
本社

ISO 9001

JQA-EM
5893
本社

ISO 14001

スリット加工 裁断加工

粘着の有無、材料の種類、
長尺物、短板物、全切り・ハーフ
カットを問わずスリット加工が
可能です。

大量生産の全自動機・小物用の
小型機・試作用のプロッター・
ハーフカットなどバラエティに
富んだ裁断加工が可能です。

自動車、住宅、家電、ＯＡ機器等、さまざまな分野へカラヤンの製品が活躍

”粘着加工を中心とした周辺加工技術”をキャッチフレーズにカラヤン株式会社は、
産業資材、工業資材、建築・土木資材などあらゆる分野へ加工製品を供給しております。
加工材料はポリウレタンフォーム、ポリエチレンフォーム、ゴムスポンジ等、高分子発泡体
から不織布・フェルト類などの繊維体、ALGCなどの無機材料まで多岐に渡り、これまで
集積した加工技術を背景に付加価値の高い製品作りを追求しております。
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